
議題（１）令和４年度中間報告について（４月～１１月）

No 個別事業名 実施日 回数 参加者数 時　間 会     場 成果と課題

1 さわやかルーム事業
毎週　月～日曜日
（金曜日を除く）

161 1,422人 9:00～16:00 さわやかルーム等

新型コロナウイルス感染拡大防止を図りつ
つ、利用者の健康チェックを図ることができま
した。
健康器具の活用を進めていきたいと考えてお
ります。

2 足湯
毎週月・水・土曜日
（土曜日は9月より金曜日
から土曜日に変更し実施）

79 34人 10:00～15:00 足湯コーナー

体があたたまり、健康増進を図ることができま
した。夏期の利用が少ないため、８月は休止
しました。
夏季の利用方法を検討したいと考えておりま
す。

3 卓球
①毎週月曜日
②毎週水曜日

58 1,018人
①10:00～12:00
 ②10:00～15：00

①小ホール、
②プレイルーム

運動不足の解消や利用者が楽しく参加し交
流を深めることができました。
利用者が安全に楽しく参加できるよう、準備
準備体操や、健康チェックをするよう話しかけ
ていきたいと考えております。

4 グラウンドゴルフ
毎週木曜日
（8月は除く）

24 370人 9:00～11:30
菖蒲運動公園管理
棟、メイングラウンド、
多目的グラウンド

新型コロナウイルス感染拡大防止を図りつ
つ、引き続き安全に楽しく参加できるよう、実
施したいと考えております。

5 サッカー教室
月2回
毎月第１・３土曜日

24 1,037人 9:00～17:00 メイングラウンド

新型コロナウイルス感染拡大防止を図り実施
し参加者の健康増進が図られました。また、
11月19日には、80人の参加を得て第2回菖蒲
交流サッカー大会を開催し、参加者の交流が
図られました。引き続き、安全に楽しく参加で
きるよう、実施したいと考えております。

7 夜卓球
毎月第2・第４土曜日（11
月12日から実施）

2 2人 19:00～20:30 小ホール

卓球を日中できない人に、夜間できる時間を
設け、健康増進やストレスの発散を図るよう進
めていきたい。
利用者に浸透するよう会館等にポスターを掲
示し、周知をしていきたいと考えております。



No 個別事業名 実施日 回数 参加者数 時　間 会     場 成果と課題

14 ほほえみクラブ 毎月1回（予約制） 8 23組 10:00～11:00 ひよこルーム

新型コロナウイルス感染拡大防止を図りつ
つ、乳幼児を育てる保護者が、育児につい
て、保健師や看護師、保護者同士で気軽に
話をする場を提供できました。
育児に対する不安を抱えることなく過ごせるよ
う、引き続き実施したいと考えております。

20 ベビーヨガ 毎月1回（予約制） 7 32組 10：00～11：00 ひよこルーム

親子のふれあいを深めるとともに、保護者間
の交流を図ることができました。
保護者間の交流の場として、引き続き実施し
たいと考えております。

21 緑のカーテン 6月～12月 2 10人 15：30～16：30
事務室南側等
菖蒲運動公園管理
棟

新型コロナウイルス感染拡大防止を図るた
め、1人ひとりの間隔を広くとるなど工夫をしな
がら、しょうぶ会館で苗の植え付け行いまし
た。9月26日にはヒョウタンの収穫を行い交流
が図られました。引き続き、収穫したひょうた
んの加工等を実施したいと考えております。

22 昆虫観察会 6月1日～9月30日 98 490人 8:30～17:00 玄関ホール

昆虫（カブト虫、クワガタ虫、鈴虫）を展示する
ことにより、命の大切さを学ぶことができた。
より興味を示す展示方法を検討するとともに、
観察記録の普及等、理科教育への興味がわ
くようにしていきたいと考えております。

24 長期休業中の子ども事業 夏休みの日曜日 3 18人 13:30～16:30 小ホール
卓球体験を実施した。スポーツを通して健康
維持や参加者の交流が図れました。

26 ペットボトルロケット飛ばし 9月17日、18日、10月2日 3 42人 9:00～16:30
菖蒲運動公園メイン
グラウンド

新型コロナウイルス感染拡大防止を図りつ
つ、親子でペットボトルを安全に飛行させられ
るように実施し、また、ペットボトルロケットの仕
組みに興味をもっていただき、参加者の交流
が図られました。今後も、新型コロナウイルス
対策を講じながら実施したいと考えておりま
す。



No 個別事業名 実施日 回数 参加者数 時　間 会     場 成果と課題

27 アマビエ作り
6月29日～8月31日

随時 115名 9:00～17:00
菖蒲運動公園管理
棟東側広場

コロナの終息を願ったアマビエの塗り絵は好
評でした。
子供たちが楽しく塗り絵をしていました。
また、塗り絵を飾り付けしたことで多くの方が、
作品を見ながら交流を深めておりました。
アマビエの絵柄を増やし、多くの方に参加い
ただきたいと考えております。

28 こどもまつり 8月9日 1 536人 16:00～18:00
菖蒲運動公園多目
的広場

多くの子どもたちにが楽しみながら参加し、ま
た、地域住民との交流も深められました。。
日影が少なく、更なる暑さ対策を施す必要が
あると考えます。
学生ボランティアが、担当の掛け持ちが多く、
まつりの見学ができなかったことから、次回は
人数を増やしたいと考えております。
通行の少なかった会場出入口に受付設置と
なり、受付まで参加者が遠回りすることとなっ
てしまったため、通行の多い出入口に受付を
増やすなどの対策が必要と考えております。

33 七夕飾り
6月29日～8月7日

随時 132人
8:30～17:00

菖蒲運動公園管理
棟東側広場

こどもたちが、短冊に書いた願い事を見せ合
うなど参加者同士の交流が深められました。
短冊を飾っていましたが風で飛んでしまった
ものもあったため、飛ばないように工夫が必要
だと考えます。
また、短冊を自分で飾れるように工夫が必要
だと考えております。

35 シャボン玉飛ばし
10月23、29、30日

3
53人

10:00～12:00
菖蒲運動公園管理
棟東側広場

子供たちが仲良く楽しんでシャボン玉を飛ば
したり、追いかけたりして遊びながら、参加者
同士の交流を図ることができました。
シャボン玉づくりの輪が少なかったので交替
しながら実施していました。
今後は、輪の数を増やし、より多くの人に体験
していただきたいと考えております。



No 個別事業名 実施日 回数 参加者数 時　間 会     場 成果と課題

37 ディスクゴルフ 4月～ 随時 ８４人 9:00～17:00
菖蒲運動公園メイン
グラウンド

新たなスポーツとしてディスクゴルフの体験を
通じて、交流を図ることができました。ディスク
が老朽化しているので新しいものと交換する
などして今後も引き続き実施したいと考えて
おります。

38 自然観察会
10月2日～10月30日 随時

55人
8：30～16：30 菖蒲運動公園多目

的グラウンド西側

夏場の暑い時期をずらしたことにより、子ども
が楽しみながら昆虫採集の体験ができまし
た。
虫取り場の位置が遠かったため、利用が少な
かったため、位置を変えるか検討が必要だと
考えております。

39 秋の味覚体験 10月26日～11月2日 5 149人 8:50～11:00 農園

農園で収穫したさつまいもや落花生を食する
ことにより、収穫の喜びと、食の喜びを感じ取
ることができた。
食の喜びを体験できるよう引き続き実施した
いと考えております。

41 自然ふれあい教室 10月26日～11月2日 5 75人 8:50～11:00 農園

竃の使い方を体験、見学してもらい、昔の生
活様式の説明をしました。
これからも竃や囲炉裏を使った昔の生活様式
を知ってもらえるよう体験を続けて行きたいと
考えております。

45 ハーブ苗植え
7月19日

1 10人
15:00～16:00

菖蒲運動公園こども
広場南側

小さいお子様から大人の方まで参加していた
だき楽しみながら交流を深められました。
苗の成長がまちまちだったため、植える時期
を変更しました。
参加者を増やすため、募集方法を検討する
必要があると考えております。

46 ハロウィン 10月 随時 321人 16:00～18:00
菖蒲運動公園管理
棟及び東側広場

農園で収穫したジャンボカボチャなどを展示
するなど、コロナ感染拡大防止を図るため、
屋外を中心に飾りつけをしました。各コー
ナーでは、一人ひとりの間隔を広くとるなど工
夫をしながら実施しました。塗り絵コーナー
や、ジャンボカボチャの重さ当てゲームコー
ナーなど大変好評でした。今後も、引き続き
実施したいと考えております。
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48 しょうぶポピーまつり 5月7日～31日 25 1,268人 10:00～16:00 農園

新型コロナ感染防止対策をし、２年ぶりにポ
ピー畑に花を咲かせたことにより、来園した方
に喜んでいただくことができました。
会館及び公園管理棟にポスターを掲示しまし
たので、多くの方に来園していただくことがで
きました。
新設した「見晴しステージ」が好評で、観賞、
写真撮影など多くの来園者に喜んでいただく
ことができました。
ポピー畑の観賞時期にポピーの成長に合わ
せるために、種まき後の天候不順への対策が
必要。（花摘み予定が１０日間程度は遅れて
しまいました。）
５月２７日の大雨強風の際に、ポピーが倒れ
てしまったため、あらかじめ養生をする。
さらに、種まき後の除草や水まき等の管理を
していくように努めてまいります。

49 さつまいも植え 6月20日 1 33人 10:00～16:00 農園

さつまいもの苗を植え付ける喜びを体験する
ことによって、農作業への親しみを持つことが
できました。
農作物を育てる楽しみを学習するため、引き
続き実施したいと考えております。

50 落花生種まき 6月24日 1 ― ― 農園

カボチャ苗植えと、じゃがいも収穫が重なり落
花生種まきの時間が取れなかったため、職員
により種まきを実施しました。
今後は、種まき体験できるように計画的に準
備を進めてまいります。

51 カボチャ苗植え 6月20日～24日 6 196人 9:50～15:30 農園

農作業への親しみと、かぼちゃの植え付けの
喜びを体験するとともに、参加者同士の交流
が図られました。
農作物を育てる楽しみを学習するため、引き
続き実施したいと考えております。
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52 じゃがいも収穫
6月４日
6月22日・23日・24日

5 169人 9:50～15:30 農園

じゃがいもの収穫を体験し、収穫の喜びと食
べ物の大切さを学ぶことができました。農作物
を育てる楽しみを学習するため、引き続き実
施したいと考えております。

53 カボチャ収穫 9月22日～10月1日 5 154人 10:00～16:00 農園

自分より重いカボチャの収穫に笑顔が溢れた
収穫体験を実施することができました。
農作物を育てる楽しみを学習するため、引き
続き実施したいと考えております。

54 ポピー種まき 10月26日～11月2日 5 149人 8:50～11:00 農園

令和5年度の「しょうぶポピーまつり」に向け
て、小学生によるポピーの種まきを行いなが
ら、参加者同士の交流を図ることができまし
た。
今後も、きれいな花を咲かせ多くの人たちに
喜んでもらえるよう、また、交流を図れるよう、
引き続き実施したいと考えております。

55 落花生収穫 10月26日～11月2日 5 149人 8:50～11:00 農園

収穫の喜びを体験することで、食べものの大
切さを知ってもらうことができた。
農作物を育てる楽しみを学習するため、引き
続き実施したいと考えております。

56 さつまいも収穫 10月26日～11月2日 5 149人 8:50～11:00 農園

収穫の喜びを体験することで、食べ物の大切
さを知ってもらうことができました。
農作物を育てる楽しみを学習するため、引き
続き実施したいと考えております。

63 なつかしい遊び広場 4月9日～    随時 965人
8:30～17:00 菖蒲運動公園

管理棟東側広場

けん玉やコマ回し、羽子板などなつかしい遊
びを体験して、家族のふれあいを深めるととも
に、保護者間の交流を図ることができました。

58 ふれあい教室
通年
(月･火曜日）

47 366人
15：30～16：45

（冬季16：30まで）

小ホール
研修室
生活改善室

学習会、料理教室やチャレンジ大会などの実
施を通して、児童たちが異学年との交流を図
り、協調性やリーダーシップを発揮することが
できました。
引き続き新型コロナウイルス感染対策を講じ
つつ、参加児童が安全に楽しめる活動内容
を検討していきます。
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59 工作教室（七夕飾り）  6月27日・28日 2 20人 15:30～16:45 生活改善室

七夕飾りを作ることで、児童たちが昔ながらの
季節の行事に触れ、異学年との交流を図るこ
とができました。
児童たちが創意工夫できるような七夕飾りの
充実を図っていきます。

60 夏休み子ども学習会
7月22日・28日・29日
8月1日・3日・4日

6 120人 8:30～10:00
小ホール
研修室
生活改善室

学習会や工作などを実施することにより、自ら
学習する習慣や創意工夫する力を身に着
け、夏休みの宿題を計画的に進めることがで
きました。
工作が時間内に終わらない児童がいたため、
講師の積極的な補助や時間管理に注意して
いきます。

61 習字教室 11月12日・26日 2 8人 13:30～15:00 和室

講師が筆の持ち方・動かし方、姿勢などを指
導することにより、児童が集中して作品を書く
ことができました。
参加者を増やすため、実施日や周知方法を
工夫していきます。

62 ボードゲーム教室 11月19日 1 9人 13:30～15:30 小ホール

市立図書館の協力のもと、当該教室のスムー
ズな運営により、児童たちがボードゲームに
親しみ、遊びを通じて思考力の向上や、異学
年との交流を図ることができました。
今後も継続する事業として定着するよう、市立
図書館等と実施内容や方法を検討していきま
す。


